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英文校閲のお知らせ

英文で原稿を作成する際,適当な英文校閲者を捜すの

に苦労することがあります.魚類学の内容には特殊な用

語もあるので,内容を理解してくれる校閲者でないと校

閲そのものに不安が残ります.ニ ュージーランド国立博

物館の魚類部門に昨年まで勤務していたDr.Graham S.

Hardyが 日本に滞在中で,魚類学関係の原稿の英文校閲

をしてくださるそうです.校閲料は, タイプ用紙にダブ

ルスペースで打った原稿一枚分が 1,000円 です.彼は少

なくとも数年は, 日本に滞在する予定です.英文校閲を

ご希望の方は,下記へ原稿をお送り下さい.
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(松浦啓一 Keiichi Matsuura)

コベンハーゲン大学動物学博物館,大英博物館

(自然史),お よびモナコ海洋博物館の現状
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1989年 12月 から1990年 1月 にかけて,コ ペンハーゲ

ン大学動物学博物館 (ZMUC),大英博物館 (自 然史)

(BM(NH)),およびモナコの海洋博物館 (MOM)等,魚

類学に関係の深いヨーロッパの自然史系博物館をいくつ

か訪問する機会があったので,ス タッフやコレクション

等の現状を報告する.

そもそも今回の訪間は,東京大学海洋研究所の白鳳丸

による世界一周の航海にポルトガルの首都 リスボンから

乗船することになったのが発端となった.ま たちょうど

その航海に乗船が決定した頃,ZMUCの Dro Jo Nielsen

との共同研究が始まったこと,そ して以前から手紙のや

りとりをしていたMr.No Ro Merrettが イギリスの海洋

科学研究所 (IOS)か らBMI(NH)に 移ったことが重なり

あって,研究の打ち合わせ,標本のチェック,そ して長

い伝統を誇るヨーロッパの自然史系博物館の視察を兼ね

た訪間を行うことになった.

第一の目的地 ZMUCで は, 初日に中 0深層性魚類の

分類の大御所,当年とって 77歳のDr.E.Bertelsenが 出

迎えてくれた.当 日は本来の仕事相手であるDro Nielsen

の都合が悪く,かわりに彼が出迎えてくれたのである.

その日は彼の部屋で (彼 自身の作品であるチョウチンア

ンコウ類の置物がところ狭しと並んでいる)3時間ほど

ビールを飲みながら深海魚談議をしたあと,筆者が現在

News and conll■ ents

集めている南大洋産のオニハダカのサンプルをDANA
や GALATHEAの コレクションの中から捜 し出すのを

御大が自ら手伝ってくれた.標本庫を我が庭とばかりに

歩き回られる姿や,オ リジナルな発想に満ちた話の内

容,そ して最近立て続けに出された一連の論文からはと

ても77歳とは思えない.さ らに驚くべきことに,な んと

2年前にはソ連の調査船による研究航海にも乗船された

とのことである.も ちろん Dr.Bertelsenは 7年前にデン

マークの研究職の定年である70歳で退官しており,現

在は小さなペンションルームと呼ばれる専用のオフィス

を与えられて研究に励んでいるのである.

滞在 2日 目からは Dro Nielsenを相手に相模湾に出現

した ParabrOtulidac科 魚類の未記載種について議論 0検

討し,合い間の昼食やお茶の時間などに博物館の現状に

ついて伺った.

現在 ZMUCに は研究スタッフが 25人,テ クニシャン

が 50人いるが,10年 ほど前の「黄金時代」にはもっとい

たそうである.魚類部門には常勤研究者 として Dr.

Nielsen(ZMUCに 来て既に22年になり,数年前まで館

長だったそうである)が活躍 されており,ま た Dr.

Bertelsenも 引退後連日博物館に通って研究を続けてお

られる.ま た,標本管理を専門とする常勤のテクニシャ

ンが 1人週 3日 (残 りの2日 は鳥類を担当), さらに週

20時間の秘書が 1人 いて,研究のサポートをしている。

この4人の役害J分担は徹底しており,そ のおかげで研究

効率が実によいのが印象的であった.ZMUCと 手紙の

やりとりや標本の借出をやられたことのある方はお気づ

きかと思うが,あ の対応の素早さはこの 4人のチーム

ワークによるところ大なのである.

ZMUCに は, デンマークの魚類は当然のことながら,

リンネの弟子であるForsskalに よって記載された 19世

紀の剥製の模式標本や,有名なDANA,THOR,GALA‐

THEA号等による探検航海によって世界各地から収集

された標本等が保管されている.剥製標本は魚類部門専

用の図書室の専用棚に保管されており,液浸標本は350

m2ほ どの標本庫 2室 に設置された固定式中量ラックに

保管されている.液浸標本は同定され,登録の済んだも

のはすべてエチルアルコールで保存されており,模式標

本類,デ ンマークの魚類,そ の他の地域の魚類,各探検

航海で採集された魚類等のカテゴリーにしたがって配置

されていた。さらにそれぞれのカテゴリー内では科の分

類体系 (Bergと Reganを ミックスしたもの)に したがっ

て並べられ,ロ ット単位の標本には,科番号 (2桁)に連

-84-



番を加えていった番号 (桁数不定)が ラベルによってつ

けられていた.ま た,標本瓶は属ごとに深さ5cmほ どの

定形の木箱内に並べられ,標本の検索 。整理等の便宜を

はかっている.標本庫の整理はすばらしく, これは明ら

かに有能なテクニシャンの存在によるところが大きい.

当然のことながら,研究者が勝手に標本を出すことはで

きても,それを勝手に戻すことが出来ないのは図書館と

同じである.標本の管理に関してはテクニシャンが絶大

な権限を有しており,誇 りをもって仕事をしている。ま

た,標本の梱包や発送,そ れに関わる手続きはすべてテ

クニシャンが行っている.

彼ら研究者のオフィスで特徴的なのは,手元にはよほ

ど頻繁に使う文献しか置いていないことである.2人の

著名な魚類学者のもとに届く膨大な文献別刷は,魚類部

門専用の図書室に著者のアルファベット順に並べられ,

重複したものは (大部分のものが重複している)別の棚

に置かれ,訪問した研究者が必要なものを持ち帰れるシ

ステムになっている.日本人魚類学者による論文も多数

含まれており,中には田中茂穂先生や松原喜代松先生の

旧姓時代の別刷なども重複したもののなかにみられた.

筆者もこのシステムの恩恵に与り,今までどうしても見

つからなかった論文のオリジナルのいくつかを入手する

ことができた.

以前にもこの欄でDr.Nielsenが 述べていたように,

DANA REPORTが 入手できるのは今回のセールが最後

である.現在世界各国からまとまった注文がかなりあ

り, ものによっては残部があとわずかになっているとの

ことであった.すでに注文されていた方の分は倉庫に名

礼とともに積み上げられていたのでいずれ発送されるこ

とになるであろう.入手希望の方は早めに注文されるこ

とをお勧めする.

最終日にはDr.Bertelsenと Dr.Nielsenが ノ」ヽさな「さ

よならパーティー」を開いてくれた.筆者が博物館の研

究者としての今後の研究構想を話 したところ,親身に

なって相談にのってくれて,全面的に協力してくれるこ

とになった.そ れにしても,滞在中オフィスにかかって

きた電話は皆無に近く,落ちついた静かな環境の中で彼

らは 9時半から5時までみっちりと研究に没頭してい

た。日本では考えられないことであり, うらやましいか

ぎりであった。

第 2の 目的地 BM(NH)は昨年になってスタッフが大

きく変わった.ご存じの方も多いと思うが, 高名な Dr.

Ho W.Greenwoodと Dr.Ao Wheelerが 退官し,Dr.P.J.

Po Whiteheadが 博物館を去ってから,魚類部門の主任の

後任として海洋科学研究所 (IOS)か ら底生深海性魚類

を専門とするMro No Ro Merrettが 昨年 5月 に, またス

ミソニアンで pOst― doctoralを やっていたDr.Do Siebert

(コ イロ魚類の分類)が同 10月 にそれぞれ赴任 してき

た.し たがって現在 BM(NH)の魚類部門にはrescarch

starと して Mr.Merrett(主任),Mr.Gordon Howes(淡

水魚の分類),Dr.Siebertの 3人 と,Mro Jim chambers

(C01lectiOn manager)を 中心とした4人のcuratorの 計 7

人が働いている.(ち なみにcuratorは イギリスでは純粋

に標本の世話をする人という意味で使われている.そ れ

に相当すると筆者が勘違いしていた keeperと いう肩書

きはかなり位が高く,BM(NH)で は Department of Zo―

ologyの 主任などしかつけられない.)そ のほかにも,つ
い最近アメリカ自然史博物館からパ リの国立自然史博物

館に移られたDr.Dingerkusが 客員研究員として博物館

に来ていたし,Dr.Greenwoodは まだオフィスを構えて

おり,冬に長期間アフリカに行く以外はいつも博物館に

来ているそうである.

BM(NH)ではMr.Merrettと共同研究の打ち合わせ

や深海魚の四方山話をしたあと,research starと しては

もっとも在籍期間の長い Mr.Howesに 手伝ってもらっ

て筆者の必要としている南大洋のオニハダカの標本を捜

してもらった.他の 2人の research starは 赴任間もない

ため博物館の事情にまだあまり通じてないらしく,不明

な点があるとすべて彼のお世話にならなくてはならな

かった。Mr.Howesに よれば現在はようやく魚類部門の

スタッフがそろって体制が整いつつあるが,そ れまでは

すべての仕事が彼のところに舞い込んできて大変だった

とのこと。あるときなどは標本に関する問い合わせだけ

で週に 30通 もの手紙がきてすべて彼が対応 したそうで

ある.現在でも彼とMr.chambersが 中ノ己ヽとなって標本

に関する仕事が進められており,筆者の滞在中彼らが標

本の貸出や管理についてしばしば話 し合っているのを見

かけた。

魚類の標本は,廊下をはさんでオフィスの反対側にあ

る“Spirit Building"と 称する液浸標本庫に保管されてい

る.ビルディングとはいっても月り棟になっているわけで

はなくオフィスとはつながっている.標本庫ではエチル

アルコールを使用しているため防火対策をとっていると

のことであったが,は っきりとは確認できなかった.現

在 16あ る液浸標本庫のうち魚類は7つ を占めており,

各標本庫には中 2階がつくられ上下が区切られていた.

標本はNomanの “Dratt synopsis..."で 決められた属

の順番にしたがってたいへんきれいに並べられている.

また大量の骨格標本が標本庫の 1フ ロアーを使って保管

されており,あ らゆる魚類の骨格がすぐ観察できるよう

会 員 通 信

一- 85 -一



色類学雑誌  Japan.J.Ichthyol.37(1),1990

になっている。とくに最近は考古学者が頻繁に訪れ,観

察していくそうである.ま たシクリッドフィッシュを中

′己ヽとする淡水魚の透明骨格標本を製作する作業が現在進

行中で,大量の標本が棚に並べられていた.標本庫は一

見狭いようにみえるが,四方の壁に木製の観音開きの戸

がついた棚が組み込まれ,部屋の中央にも同様の棚が並

んでいるため,予想以上に収容能力があるようである.

標本庫に特有の臭気はほとんど感じられなかった.標本

庫の棚の全長は4.5 kmに も達するとかで,現在そこに

はおよそ 250万個体の標本が収蔵され,標本の貸出 0返

却は年間およそ 1,5∞ 件にも及ぶそうである.

これとは別に,大型の剥製標本や骨格標本はオフィス

からかなり離れた展示室の下にある標本庫に収蔵されて

いる.ゾ ウやキリンの巨大な骨格標本などとともにず

らっと並んでいる魚類の剥製や骨格標本は見るものを圧

倒する.全長 2mはあろうかというマンボウのなかまの

完模式標本 (剥製)が壁にさりげなく立てかけてあった

のには驚いた.

筆者が到着 した日がクリスマス休暇が始まる直前で

あったため,十分な滞在期間はとれなかったが,BM
(NH)で いちばん印象的だったのはスタッフの皆が皆,

予算が無い予算が無いとばやいていたことであった.設

備の老朽化が目立ち,機器の更新もうまくいっているよ

うにはみえなかった.今まで入館無料が 1つの宣伝文句

であったBM(NH)も つい最近 2.5ポ ンド (約 7∞ 円)

もの入館料をとるようになってしまったのも,博物館の

自主独立経営をめざしてのことなのだろうが, これでは

観光客しか来ない博物館になってしまわないだろうか.

世界的な傾向なのだろうが残念なことである.

第 3の訪問地モナコの海洋博物館 (MOM)に は,初期

の海洋学の発展に多大な貢献をした Albe■ I世が自分

の調査船を用いて集めた大西洋や地中海の, とくに深海

性魚類の標本が多数収蔵されていることで知 られてい

る。Collett,Zugmayer,Roule,Angel等 が書いた一連の

“Resultats des Campagnes Scientinqucs.。 ."で会員の方も

よくご存じかと思われる。本来はこの博物館を訪間する

予定はなかったのだが,た またまリスボンの次の寄港地

がモナコであり,白鳳丸乗船の研究者が博物館主催のレ

セプションに招待されたため,そ の翌日あらためて出か

け,話を伺うことにした.

残念ながら現在MOMには魚類学者もいないし,研究

者もまったくいない展示と標本保管専門の博物館になっ

ている.わずかにcoll∝ tion managerに 相当するDr.C.

Carpineが 標本や資料の世話をしているにすぎない.彼
は実に親切にいろいろなことをしてくれるのだが,筆者

が現在進めている未記載種の模式属がここに収蔵されて

いるはずでそれは見られるのかの問いに,魚類標本に関

しては収蔵庫の整理が行き届いていないせいか,つ いに

きちんとした答えは返ってこなかった.た だし,彼に問

い合わせることにより標本の貸出などは可能だそうであ

る.ま た,模式標本や一連のレポートにみられる石版画

のもととなった標本が, 日光のさしこむ展示室に陳列さ

れているなど,標本にとっては不幸な状態がまかりと

おっていることから,あ の貴重な標本がいつまで研究に

耐えられるか不安である.ひ とつ喜ばしいことは,図書

関係の管理がたいへんうまくいっているらしく,い まだ

に石版画の美 しい正確な図がついた前記の “Resultats

des Campagnes Scientinques.… "が一部入手できること

である.問い合わせは下記のMrs.Carpineあ てに申し込

めば,資料を送ってくれるとのことである.

今回の一連の訪間は,駆出しの博物館研究者である筆

者にとって,本場の自然史研究の精神とでもいうべきも

のを実感できた点で大きな収穫であった.ま た,標本の

維持 0管理に対する健全な思想がすみずみまで行き渡っ

ているのを目の当たりにして,改めて日本もこうあらね

ばと思った.しかし非常に気になったのは,他人ごとで

はあるが, ヨーロッパの博物館における魚類分類学の世

代交代が今後どのように行われるかということであっ

た.デ ンマークは大御所が 2人 もいるわけだが,そ れ以

外には1人 もいない.も ちろん職もないのであるが,Dr.

Nielsenは 自分が退官するであろう日までには,後継者

を育てなくてはならないと言っていた.イ ギリスでもす

でに自国からの魚類分類学者の供給が途絶えていること

は,ア メリカから若手研究者をスタッフとして招いたこ

とからも明らかであろう。MOMの ように,すでに研究

的側面をすっぱり切ってしまって, 日本的な展示博物館

になってしまったところもある.他人ごとながらヨー

ロッパの魚類分類学の将来が気がかりである.

末筆であるが,今回の滞在でお世話になった博物館の

大勢の研究者やスタッフに深甚なる謝意を表する。

MOMの 出版物購入の申し込み先:MК .Jacqueline

Carpine‐ lLancre, Mus6e Oceanographiquc, Avenue Saint‐

Martin,Monaco‐ Ville,MC 98000,MONACO

(宮 正樹 Masaki Miya)
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